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研究成果の概要（和文）：本研究は、グローバル移住の女性化が進む日本と韓国両国の移住者コ

ミュニティにおける人間の不安全状況とこれに対応する移住者自身と市民社会のサポーターの

活動において、ヴェトナムとフィリッピンを送り出し国として進められた。その結果、移住女

性が直面する公共圏と親密圏における諸問題の性格、特に、移住先と故郷との双方を生活圏と

する新しい公共、新しい市民像の形成を目指す移住市民との協力活動の重要性が確認された。 

 

研究成果の概要（英文）：The present research project studied the feminization of global 

labour migration in Japan and Korea, with emphasis on the cooperation between the diaspora 

communities and the local civil society. Vietnam and the Philippines were selected as 

sending countries. The research studied the insecurity of women migrants in their public 

and intimate lives and indicated the importance of developing new concepts about the 

trans-border public domain taking account of their double livelihood in the communities 

they live in and the ones they left behind. 
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１． 研究開始当初の背景 

大阪経済法科大学・アジ太平洋研究センタ

ーの人間安全保障・人身売買・搾取的移住研

究会が、アジア地域社会科学研究者の NGO・

ARENA と協力関係にあり、同研究会を中心と

する日本国内の移住問題研究者と、韓国・ヴ

ェトナム・フィリッピンの同問題研究者の協

力研究への関心が高まっていた。 

２．研究の目的 

人間の安全保障の観点から、東南アジアか

らの移住者コミュニティの安全な再生産の

構造における女性移住者と受け入れ国、日本

と韓国の市民社会の受け入れ態勢を比較し

て、グローバル移住の女性化に対応する問題

状況のより的確な研究方法について、新しい

パラダイムを開発すること。 
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３．研究の方法 

当初計画していた 4カ国における調査には、

日本からの研究分担者のかなり長期の出張

が必要のため、これを改めて各チームの研究

集会ならびに移住当事者やそのサポーター

市民とのフォーカス・ディスカッション中心

に研究を進めたうえで、これに日本側研究分

担者も参加、最終年度に国際シンポジウムで

その知見を総合する研究の方法を採用した。 

４．研究成果 

東南アジア送り出し二国と東北アジア受

け入れ二国の間の女性移住を構成する労働

移住と結婚移住の重層構造が受け入れ国に

おける移住者コミュニティのアイデンティ

ティ再生産における人間不安全を公共圏と

親密圏とで増幅している、今日のグローバル

化時代の現状についての持続不能性の構造

を理解する基本的な分析枠組みを開発する

ことができた。そして、この枠組みの中心に、

移住女性が受け入れ社会のコミュニティと

同時に故郷のコミュニティをもその生活圏

としている越境的な生存の維持・発展を保障

することが、移住者コミュニティの人間安全

保障の基本条件であることを確認すること

ができた。 

移住者コミュニティが世代ギャップを含

む多様化・複雑化をしている中で、次世代の

混血児の二重アイデンティティの形成が、移

住女性自身の安全のためのみならず、移住者

コミュニティの安全な持続発展にも不可欠

であることが明確になった。また、市民社会

の移住者コミュニティの受容については、と

くに韓国クミ市の多文化主義市民組織など

のグッドプラクティス事例についてその詳

細な分析ができた。その結果、特に、移住先

と故郷との双方を生活圏とする新しい公共、

新しい市民像の形成を目指す移住コミュニ

ティと送り出し、受け入れ両社会における市

民との協力活動の重要性を確認することが

できた。 
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